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b． ヒアリング結果のまとめと考察 

 既存の営農アプリ利用組織においては、その利用目的が網羅的な労務時間の取得

と異なるところにあるため、統計データとして利用するためには、経営者にとっ

ての追加目的として新たなデータ利活用モデルを示していく必要があるのではな

いかと考える。 

 作業時間の記録という観点においては必要十分な機能が備わっているとの評価を

いただけたことから、上記目的を創出できればアプリによる網羅的な労働時間の

記録は、現行アプリの機能で実現可能であると考える。 
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 その際、これまで記録対象とされていなかった広範囲での作業時間の計上が求め

られるが、作業分類を単純に増やして行くだけでなく、ある程度必要な作業分類

をまとめて管理・集計が可能となる機能追加及び運用設計が求められる。 

 

2．3．4 実証結果の評価、課題等の整理、実用化に向けた提言とりまとめ 

モニター生産組織に対して、統計データと比較した自組織の作業時間集計資料を見て

いただいたところ、生産性評価の観点で有効なデータであるとのコメントを頂けた組織

も存在したことから、新たなデータ活用提案として訴求できる可能性がある。 

また、経営者の作業項目設定方式や、入力ルールの組織内指示により、データの捕捉

率が大きく変わるため、運用方式次第で統計データに活用可能なデータも取得しうるの

ではないかと考える 

その際、既存のメモ利用として設定している作業分類と、生産費調査で使用する作業

分類に乖離が発生するため、効率的に集計を行うための設定・データの紐付けを行う仕

組みが必要となる。 

他方、営農アプリを未だ使用していない新規生産組織においては、データ活用の目的

とともに、事前に作業分類の設定や記録ルールの提示※を行うことで、効率的な労務時

間の記録管理が可能となる。 

※作業分類の設定、記録ルールの提示 

①  「作業項目グループ」にあらかじめ生産費調査の作業区分 14 分類を登録しておき、ユーザー

毎に作業項目を上記いずれかのグループに所属させる。 

②  上記で分類した 14 の作業分類毎に作業時間を集計する。 

 

上記の課題と対策を踏まえた営農支援アプリの統計調査への活用イメージを図

2.3.4-1 に示す。 

 

 

図 2.3.4-1 営農支援アプリの統計調査への活用イメージ 
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2．4 チャットボットを活用した照会対応の検討 

2．4．1 年間計画の作成 

チャットボットを活用した照会対応の検討に係る年間計画（表 2.4.1-1）を作成し、

進捗管理を実施した。 

 

表 2.4.1-1 チャットボットを活用した照会対応の検討 年間作業計画 

 

 

2．4．2 既存サービスの調査、実証実験に用いるチャットボットの検討等 

(1) チャットボットの概要 

チャットボットとは「会話（チャット）」と「ロボット」を組み合わせた言葉で、人工

知能を組み込んだコンピュータがユーザーと一問一答の対話形式でコミュニケーショ

ンを行なうことができるのが大きな特徴のひとつ。近年では問い合わせ対応に係るユー

ザーインタフェース（以下、UI という）としてチャットボットを導入する企業が増えて

いる。 

 尚、問い合わせ対応に係る UI の代表的なものとしてはチャットボットの他、FAQ

（Frequently Asked Questions）がある。 

 

 

図 2.4.2-1 問い合わせ対応 UI の例 

 

(2) 既存サービスの調査 

実証実験に最適なサービスを検討するため、代表的な UI であるチャットボット・FAQ

システムの特徴を整理するとともに、 AI を活用した問い合わせ対応サービスについて

調査を行った。 

  

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
農水省への報告会 ▲
年間計画 ▲
調査
協議 ▲
QAデータ確認
試行(PoC)仕様確定 ▲
PoC開発
QAデータ整備/AIチューニング
PoC運用説明会 ▲
PoC試行
評価結果協議
課題識別
課題対策協議
実用化提言 ▲
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a． チャットボット・FAQ の特徴の整理 

チャットボットは会話形式でユーザーが求める回答に導くという特徴から、予

め用意する回答数が多すぎると回答に導くまでの会話が複雑になりユーザーがス

トレスを感じ途中で離脱してしまうため、登録する回答数は 200 件から 300 件程

度に留め、回答内容もシンプルにする必要がある。これに対し、FAQ はユーザー

が自ら探す形式であるため、ユーザーが必要とする回答が網羅できるよう、多く

の回答を用意した方が満足度が高くなる傾向にある。 

 

表 2.4.2-1 チャットボット・FAQ システムの主な特徴 

 
 

b． 既存サービスの調査 

企業向けチャットボットサービスを開発・提供している企業の Web 等公開情報

をベースに、パッケージ化されているシステムの有無、月額費用、導入事例の調

査を行った。 

 

表 2.4.2-2 調査結果のサマリ 

 

 

(3) 実証実験に用いるサービスの選定 

農林水産省担当部署より農業経営統計調査（営農類型別経営統計、農産物生産費統計、

畜産物生産費統計）に係る質疑応答記録事例を提供いただき、実証実験に最適なシステ

ムを検討した。 

提供された質疑応答記録から、 

 専門用語が多く、且つ、会話形式を想定した回答文の簡略化が困難であること 

 質問／回答数（以下、QA という）の数が多く（事例 3 種の QA：792 件）、今後も

有 無※ 有 無※

AI型注１ 22社 6社 16社 3社 19社

シナリオ型注２ 3社 3社 0 0 0

注１AI型：AIが過去の検索履歴を学習して回答を導き出す。複雑な受け答えに対応することが可能。
注２シナリオ型：予め設定されたルールやシナリオに沿って応答する。定型化された応答対応向け。

※不明・個別開発が必要な場合等を含む

パッケージ化されているシステムの有無
ﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄ FAQ ﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄ最小月額費用

（公開情報で確認できたもののみ）

30,000円～300,000円
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増加すること 

が確認されたため、FAQ システムの活用も視野に担当部署と協議を行い、チャットボッ

ト・FAQ 双方のパッケージを有し、クラウド上に独立したシステムを構築できるサイシ

ード社のサービス（sAI Search）を実証実験に用いることとした。 

 

 

図 2.4.2-1 担当部署から提供された既存の質疑応答記録（例） 

 

(4) 実証用システムの試作 

a． UI の決定 

実証実験で使用するシステムの UI を検討するため、担当部署を交え、問い合

わせ対応サービス（チャットボット・FAQ）に関する勉強会を実施し、チャット

ボット・FAQ それぞれの特徴や問い合わせ対応業務効率化に必要な要件等を確認

するとともに、前項で述べた農業経営統計調査に係る QA の特性を勘案し、本実

証における UI は FAQ 型とすることを決定した。 

 

b． 対象 QA の選定 

実証用システムに掲載する QA 選定にあたっては、地方農政局職員や専門調査

員からの込み入った内容の問い合わせが多く、統計組織内に QA 等を公開してい

ない農産物生産費統計に関する質疑応答記録を対象とすることとした。 

また、実証用システムに掲載する QA に関しては、担当部署により問い合わせ

頻度や重要度を勘案して実証用システムへの掲載対象となる QA150 件の選定、並

びに、サイシード社の QA ライティングメソッドに則したリライト（QA の内容整

理、修文）、カテゴリ分類を実施いただいた。 
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図 2.4.2-2 QA ライティングメソッド（抜粋） 

 

 

図 2.4.2-3 QA の選定・リライト 

 

c． 実証用システムの試作 

QA 選定・リライトと並行して実証用システムを構築、リライト済の QA を掲載

し動作確認を行った。図 2.4.2-4～6 に実証用システムの画面遷移例を示す。 
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図 2.4.2-4 実証用システム画面遷移例（1/3） 

 

 

図 2.4.2-5 実証用システム画面遷移例（2/3） 
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図 2.4.2-6 実証用システム画面遷移例（3/3） 

 

2．4．3 実証実験の実施 

(1) 実証実験の実施 

 担当部署と調整の上、以下のスケジュール・内容で実証実験を行った。 

• 実証実験実施期間：11/16～1/31（集中利用依頼期間：11/16～12/10） 

• 対象者：各地方農政局・支局の経営統計担当職員及び専門調査員 

• 集中利用依頼期間中にユーザーアンケート（任意。以下、アンケートと言う）を

行う。（アンケート内容は事業者側で準備） 

• 実証実験開始にあたり担当部署より利用対象者宛に事務連絡を発出し、実証実験

への協力を依頼するとともに、アンケートの配布・回収を実施いただいた。 

 

 

図 2.4.3-1 事務連絡、アンケート 

 

(2) 実証結果 

実証実験のゴールを「最適なシステムの検証」と「業務効率化の実現」として実証実
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験を実施し、検索精度や業務改善効果について、システム利用状況・アンケートの集計、

分析結果に基づき検証した。 

 

a． システム利用状況の集計・分析 
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